

















































































































































































































































































表 1　避難所での避難生活の状況 1（2011年 O町仮設住宅調査）
ケース 属性 避難類型 避難所での訴え
Ａ 60 代女性、60 代男性 １のタイプ 大変な 4カ月半でした。言葉で表すことのできない苦痛でした。
Ｂ 60 代女性 １のタイプ 障がい者が自分のペースで生活できる環境が必要だと思う。
Ｃ 80 歳代女性 １のタイプ 体育館や教室の空がなく、ずっと車の中での生活が大変だった。
Ｄ 子ども世帯でない、40 代女性 １のタイプ
年寄りの多い町なので、和式トイレで大変だった人がたくさんいたと思
う。洋式トイレがたくさんあったらよかったのに。
Ｅ 子ども・高齢世帯でない、30 代女性 １のタイプ
テレビがほとんど見れなく、新聞でなんとか情報を得た。生理のときの
おふろが入れず夏場で大変だった。
Ｆ 子ども・高齢世帯でない、40 代男性 ４のタイプ
うつ病のため、他者の騒音や人間関係に苦しんだ . 避難所の配慮によ
り、ストレスが軽減した。　
Ｇ 高齢世帯、60 代女性 ７のタイプ トイレ使用が不可で苦労しました。トイレ掃除は皆と協力し合い常に清潔に保った。






















































































































































































































表 2　避難所での避難生活の状況 2（2011年 O町仮設住宅調査））






J 子連れ世帯（２、０歳）、30歳代男性 ３のタイプ 在宅避難者は避難所での食事を断られた。同じ被災者なのに……。
K 子連れ世帯、40 代女性 ３のタイプ 避難してすぐ親戚宅に移ったので、子どもたちに食事の苦労をさせずに済みましたが、逆に物資の支援をなかなかうけられませんでした。
L 子連れ世帯、30 代女性 ３のタイプ 物資の分配に差があったので改善してほしい。物資を申請してもらえることを知らなかった。






N 高齢世帯、60 代女性 １のタイプ 最初は三度の食事の時、並ばなくては貰えないので、体が疲れて食べなくてもいいかなと思うときもあった。
















































表 3　避難所での避難生活の状況 3（2011年 O町仮設住宅調査＋ 2020年インタビュー調査）











表 4　避難所での避難生活の状況 4（2011年 O町仮設住宅調査＋ 2021年インタビュー調査）




R 高齢世帯、60 代女性 ３のタイプ 断水のためトイレ、洗面所が使用出来ず手洗い、トイレ掃除が特に大変でした。生理用品の処理ができず、汚物入れ用のナイロン袋が欲しかった。
S 高齢世帯、70 代女性 ３のタイプ （女性の役割を期待されたものの、期待どおりにしなかったために）個人的にバッシングを受けて精神的に落ち込んで、今も人前に出る自信がない。












































表 5　避難所での避難生活の状況 5（2011年 O町仮設住宅調査）
ケース 属性 避難類型 避難所での訴え
















W 子連れ世帯、30歳代女性 １のタイプ 子どもが小さくて、周りに迷惑をかけると思ったが、みんな親切にしてくれてありがたかった。
X 40 代女性 １のタイプ 避難所の高校生、職員方の心暖まる気の使い方、行動に深く感謝いたします。




ZZ 40 代男性 １のタイプ 避難所の先生方が素早く対応し、運営してくれたので、他に比べとても良かった。

















































表 6　避難所での避難生活の状況 6（2011年 O町仮設住宅調査）
ケース 属性 避難類型 避難所での訴え













AF 子連れ世帯、30歳代女性 ５のタイプ 在宅避難者にはほとんど何も情報がなかった。



















































































































































































































































表 7　避難所での避難生活の状況 7（2011年 O町仮設住宅調査）
ケース 属性 避難類型 避難所での訴え
AI 40 歳代、男性 1のタイプ 避難者でない人が物資をもらっている。家があるのに避難している。仮設が当選してもすぐに出ていかない。
AJ 子連れ世帯、70 代男性 1のタイプ 避難所での避難者の年齢構成を配慮すべき。お年寄りの中に子どもを抱えた家族を同居させないほうが良い。





















































































































































































































































時 30 代女性）、XX さん（40 代女性）、YY さん（40 代
女性）、ZZ さん（20 代男性）が登場する。
49
How Should Evacuation Shelters Respond 
in the Event of a Major Disaster: Learning 
from the Experiences of Families with 
Children and Female Evacuees
Tetsu Mugikura
Abstract:
This paper examines how to improve evacuation shelter support for evacuees 
with children and female evacuees based on the findings gained in the Great East 
Japan Earthquake. From the analysis, the following seven issues are identified: 
1. Preparing facilities, environment, and various supplies on a routine basis. 2. 
Bottom-up (not top-down) and lifelong learning opportunities are necessary; 3. 
Learning from the experiences of those who endured great hardships at the time of 
the disaster; 4. The involvement of public personnel and their increased functions 
are needed; 5. Making arrangements in advance with support activity groups that 
can help various minorities at the time of a disaster; 6. Making mutual support 
arrangements among a wide variety of organizations; and 7. Appointing leaders 
who can utilize experience value.
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